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NIFSにおける原子分子データ活動
• 原子分子数値データベースの作成、公開

 https://dbshino.nifs.ac.jp/ 
＊核融合プラズマ研究に必要な原子分子衝突過程、プラズ

 マ壁相互作用に関する数値データベースを１９８０年代から
 作成、公開。現在は広く応用できるように対象データを拡大。

 ＊1997年からWWW化。2007年利用登録廃止。
 ＊データアップデートのためのデータ収集は、センター職員

 及び、国内の原子分子物理学研究者との共同研究（原子分
 子データ作業会）によって行っている。

• 文献データベースの公開
 ＊ORNL作成の原子衝突に関するデータベースを提供

 ＊独自のINSPECデータによるデータベースは2007年廃止
• データ集の発行

 
（NIFS-DATAシリーズ）

• データ評価活動
 

（評価済みデータセットの作成。NIFS- 
DATAで出版。）炭素イオン、鉄イオン、Liイオン、炭化水素

 等
• データ生産（研究活動）

https://dbshino.nifs.ac.jp/


原子分子数値データベースの発展

1973－1977
Nagoya Univ. IPP
Atomic Processes WG
IPPJ-DT-48 (’75), 50(’76)

1977
IAEA Advisory Group Meeting 
of A&M Data for Fusion

1977－1989
IPPJ-AM series (64 reports)

1990－
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1978 
名古屋大学
プラズマ研究所
Research Information Center

1989
核融合科学研究所
研究・企画情報センター

2004
NIFS
連携研究推進

 
センター
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NIFS Atomic and Molecular Databases 
https://dbshino.nifs.ac.jp/

ログイン（フリー）

Link to satellite databases



Example of AMDIS Ionization Output:
数表 グラフ表示（PDFでダウンロード化）

データの情報



NIFS numerical AM and PWI Databases 
(https://dbshino.nifs.ac.jp)

DB Name Contents Period 2008年12月のデータ件数
(カッコ内

 

1999年１１月)

AMDIS EXC Electron impact excitation 1961-2008 190,651 (8,739)

ION Electron impact ionization 2,845 (1,344)

DIO Electron impact dissociation 202 (    16)

REC Electron recombination 27,293 (  720)

CHART Charge exchange 1957-2008 4,993 (2,734)

AMDIS MOL 
(AMOL)

Electron collision with molecules 1956-2008 1,622 (     0)

CHART MOL 
(CMOL)

Heavy particle collision with 
molecules 

1,897 (     0)

SPUTY Sputtering yield of solid 1931-2003 1,241 (  722)

BACKS Reflection coefficient of solid 
surface

1976-1998 396 (  282)

ORNL Bibliographic database for 
atomic collisions

1959-2007 76,809   
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国内外のデータベース活動との関係

• 国内の原子分子物理学研究者による原子分子データ作業
 会でのデータ収集活動、共同研究

• 電気学会作成の原子・分子の電子衝突断面積推奨データ
 セット：NIFSデータベースホームページから提供

• アメリカORNLから原子衝突に関する文献データの提供を受
 けて、ORNL文献データベース作成

• 韓国KAERI（Korea Atomic Energy Research Institute)と
 の共同研究による二重励起状態のデータベースと電子衝突

 による分子の微分断面積データベース作成
• 韓国NFRI（National Fusion Research Institute)との原子分

 子データ・データベースに関する協力協定
• IAEA A+M Data Unit主催のデータセンターネットワークに

 参加。データ検索エンジンGENIEにAMDIS(EXC, ION)への
 アクセスを提供。XML化計画に対応予定。



Free access to ionization/excitation data through 
GENIE by IAEA http://www-amdis.iaea.org/GENIE/

Only numerical data tables from AMDIS are shown from here



AMDIS(ION, EXC)検索回数
 

IAEA GENIE経由数
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原子分子データベース協会（仮）準備委員会

• 2005年10月25日第１回検討会
 

発案経緯説明、協会のあり
 方について議論

• 2005年12月19日第２回検討会
 

目的、活動内容、会則（任
 意団体の場合）、LLPについて議論

• 2006年8月24-25日研究会開催
 「核融合プラズマからプラズマプロセスまで

 
－プラズマ中の

 原子過程－」

• 2006年12月14日第３回検討会
 

目的、活動内容、設立形態
 （任意団体？NPO？）、委員について議論

• 2008年3月
 

メーリングリスト及びホームページ立ち上げ
 http://groups.google.co.jp/group/pre-data-forum

• 2008年12月17-18日
 

本研究会
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